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させた。即ち，一般成人男子の 1 日の栄養所要量の 1/3 に相当する〔基準食〕を中心に， Ca や Ox ，
動物性蛋白質を負荷した〔高Ca食 J ， C高蛋白質食J ， C高 Ox食 J ， C高蛋白高Ox食J ， C高 Ca高 Ox食〕の
-297-
6 検査食を作成し， 1 検査食につき結石群，対照群ともに12名ず、つを対象とした。患者には 1 名あたり
1 -3 回の異なる検査食を摂取させたが，対照群は同一の12名に 6 検査食をすべてとらせた。検査食前






高値であった。各種負荷食摂取後の CaOx結晶の出現頻度を基準食摂取後と比べると， Ox が負荷さ












また CaOx結晶量を Ca濃度， Ox濃度の 2 因子で検討すると，対照群においては結晶量はOx濃度に




1. 結石患者は健常人に比べて， CaOx結晶の出現頻度が高く結晶量も多かった。また Oxの負荷は結晶
の形成を促進した。
2. CaOx結晶形成は健常人で、は Ox濃度にしか依存しなかったが，結石患者ではOx濃度と Ca濃度とに
依存し，患者の尿では結晶が形成されやすい環境にあった。結晶量についても健常人ではOx濃度に
しか相関しなかったが，結石患者では Ox濃度と Ca濃度に相関し，形成される結品量も多かった。以
上の結果より，結石患者の尿と健常人の尿とではCaOx結晶形成機序に差異があることが明らかになっ
た。
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論文の審査結果の要旨
上部尿路結石症における尿中での彦酸カルシウム結晶形成機序について検討した。その結果，結石患
者では尿中のカルシウム，穆酸ともに結晶の形成を促進し，結晶量を増大させたが，健常人では彦酸し
か結晶の形成を促進せず，尿中のカルシウムには結晶形成促進因子としての働きは認められなかった。
さらに結石患者では健常人に比べて結晶が形成され易く，その量が多量であった。以上の知見は健常人
と尿路結石患者の尿中において結晶形成機序に差異があることを示すもので，学位論文に価する。
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